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274.筑波大学スボ…ツクリニックにおける
3年間のスポーツ儀容統針について。i潟LlJ翼:久二子、1111 :文子、議沼智哉、鮫島菜穂子<~左藤
かおる、安自覚彦、下部政博、藤井一期{筑波大学〉、機

水rn:t包(関東学鶴大学)、水海克子{甲南大学)、お本浮

(背!lJ学院大学)、8*1二、議林徹、下僚仁士、宮永
輩、河野一・郎、松磁光生、林浩一郎、都擬伸二、大木磁

場到)(筑波大学)

く鰭欝〉筑抜大?Jftではスポーツ傷害に対するアスレチッグ・

リハピリテーションの確準・笑銭をめざして紹和62~12月よ

り fスポーツクリニックjが開設され、昭和63年3月には fト
レーナ…ズ・ルームjが板設鐙された。そして平成元年6月に

は施設を充実し、競技力の向上に役立つ続究とアスレチック・

ワハピワテーション毒事を行なってきたが、王子成41手3月スポー

ツ箆科学プロジェクト終了4こともない fスポーツクリニツクj

が終了することになった。そこで今留は、トレ}ナーズルー

ムが新設設3をされた平成元年6月から平成ヰ年3月までの活動及
び利用状況について報告する。なお本年4月以鋒もスポーツク

リニックの活動は継続されている。

〈対識と方法〉本研究の対象は王子成元年6Rから平年4年3

fJまでの34カ月間に来室した者すべてを対集とし各緩慢につ

いて集計'を行った。

〈結果及び帯襲警〉平成元年6月から平成4塁手3月までの34カ

月までの!持童日数は751日、初診者数は1220名、のベ来室者数

は16027名で1日平均手IJm者数は21.3人、…人平均13.1溜利用

した。来護者の議?をとしてし 2年生に多いという結巣が得ら

れ、これは本学入学以前の中学、高校の時綴に受鋸した髄警

によって来襲してきたものが多いためと考えられる。競技箆

体到のおJ診者数では、チームドクターを持つ間体が多くなる

鎖向にあ号、これを務員一人あたちの都議委回数で見ると柔道

揺が特に多かったのこれ試薬遂という競技が対人的でかつ識

しいことを訴し、 iif界レベルの務員も多く、識しいトレーニ
ングに持うf基準が多くなること、また選手自身のコンヂイシ

笈ニングに対する意識が高まっていると考えられる。接関節

ACL損犠の平均l復矯筋縄が長期間であることから、受欝畿

の競技に大きな影響を与えるとともにリハピワテーシ諸ンが

2義援設される。本学では、以前より名稜充築した機器の設設

やシステムによって線饗な活動が可能になった。今後のトレ

ーナーズルームの務鐙としては、スポーツにかかわる全ての

ものの共通理解を得てスポーツ薬鑓に対する組織的かっ縦断

的なフォローをすることがより効果的なスポ…ツi語学の笑綾
に結びっくと考えられる。

〈まとめ>1) 751 Bの隣室話数で、来援した都議参者数は

1220名、のべ来箆者数は1氏泣7名、 l臼平均利用者数は21.3入、

一人平均利沼者間数は13.1箆iであった。 2)初診の内訳i立、

学年でし 2年生に多く、利用部数が多い競技[>fH本は梁遜部で
あった。 3)初訟の密警は、足関務捻挫が多く、その後の追
誌では接関節ACL援協が競技後鰭に長期間かかった。 4)

競技場韓日による受鋸書官{立に特楼がみられた。
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